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中国銀行 

ソーシャルボンド・フレームワーク 

 

1. 調達資金の使途 

 本ソーシャルボンド・フレームワークに基づいて発行するソーシャルボンドを通して調

達した資金を、以下の適格クライテリアを満たす新規および既存の融資又は支出に充当し、

発行日から遡って過去 1 年以内に実行された融資案件に充当します。 

 

＜ソーシャル適格クライテリア＞ 

雇用創出/維持 

新型コロナウイルス感染症の流行により、事業に直接的または間接的に影響を受けて

いるお客さまへの融資 

A) 「中銀新型肺炎対策緊急特別融資」 

新型コロナウイルス感染症の流行により、事業に直接的または間接的に影響を受

けている法人または個人事業主のお客さまを対象とした融資。資金使途は運転資

金または設備資金（設備資金の場合、感染症対策にかかる設備導入・更新に限る） 

B) 「（各都道府県制度融資）新型コロナウイルス感染症対応資金」 

各都道府県で定められた新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえた危機対応融

資（いわゆる実質無利子・無担保融資を含む）。 

※実質無利子・無担保融資 

売上高（前年同月対比等）が一定以上減少した中小・小規模事業者、個人事業

主に対し、国が制定した金利補助（最長 3 年）や保証料補助を活用し、通常よ

り金利や保証料が軽減された融資。 

C) 「資本性ローン」 

新型コロナウイルス感染症の流行により、一時的に経営環境が悪化した法人のお

客さまを対象。実質的な自己資本の増強に資する借入である資本性ローンを通じ 

て、お客さまの資金繰り安定化や財務基盤の強化に貢献する融資。 

D) その他 

上記に準じた新型コロナウイルス感染症に対応する融資 

 

 

2. 評価・選定プロセス 

＜プロジェクトの選定における適格クライテリアの適用＞ 

所管部がコロナ禍による企業支援のための融資商品を開発し、リスク管理部門や役員決

裁等の行内プロセスを経る。ソーシャルボンドの対象として適格とする判断は、総合企画

部が評価し、最終決裁等は総合企画部長が行います。 
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＜ＳＤＧｓの達成にむけて＞ 

中国銀行では、従来から地域社会の課題やお客さまの課題解決に対して本業を通じた地

域貢献や本業を超えた幅広い社会貢献を実施してまいりました。 

2018年 10月には、企業活動をおこなうにあたり社会の一員として必ず守らなければなら

ない基本的な事項をまとめ「企業行動規範」にＳＤＧｓへ対応していく内容を追加し、2020

年 3 月にＳＤＧｓの達成に貢献すべく、地域の社会・環境課題に対する取組方針をまとめ

た「ちゅうぎんＳＤＧｓ宣言」を制定しています。 

2020年 4月よりスタートした中期経営計画「未来共創プラン ステージⅡ」では、骨子で

ある「5つの柱」のうち第一の柱を「地方創生、ＳＤＧｓの取組み強化」としました。持続

可能な地域社会の実現に向けて、「地方創生やＳＤＧｓへの取組み」を強化することが地域

のリーディングバンクとしての使命であり、本中期経営計画ではこれまで以上にＳＤＧｓ

の達成に向けた取組みを加速させていく方針です。 

 

 

＜社会リスクを低減するためのプロセス＞ 

① 反社会的勢力への対応 

中国銀行は、法令や行内規定などはもとより、社会的に求められている行動規範や

倫理的行動を含めた法令等遵守規程を定めています。また、反社会的勢力への対応

として、役職員にとっての具体的な手引書であるコンプライアンスマニュアルの中
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で「反社会的勢力との関係遮断にかかる基本方針」を制定し、反社会的勢力との一

切の関係を遮断し断固として排除することを徹底しています。 

② 利益相反管理方針 

中国銀行は、利益相反管理に関する基本方針を定め、お客さまと中国銀行グループ

（中国銀行および中国銀行グループ関連会社）の間ならびに中国銀行グループのお

客さま相互間において、お客さまの利益が不当に害されることのないよう、利益相

反のおそれのある取引を適正に管理し、また組織全体に周知し徹底しています。 

③ クレジット・ポリシー 

中国銀行は、コーポレート・ガバナンスに関する基本方針の中で、サステナビリテ

ィーへの対応として、社会および環境問題等の持続可能性を巡る課題について積極

的かつ能動的に取組むことを定めており、融資業務はそのための重要な役割を担っ

ていると考えています。 

そうした中、中国銀行では融資規程を定め、融資先は原則として性行，業態，資産

などが良好であり，かつ将来性のある先であること、融資金は原則として地方産業

の発展ならびに地域住民の生活向上に寄与する資金とすることを明確に定め、融資

業務を通じて持続可能な社会の発展に貢献しています。 

 

 

3. 調達資金の管理 

ソーシャルボンドの調達資金は、所管部が数値をまとめ、総合企画部が所定の内部プロ

セスに従い管理します。総合企画部は年に 1 度、ソーシャルボンドの発行残高の総額が直

近期末の適格ローン残高を上回っていないことを確認し、その確認結果について総合企画

部長の承認を得ることとします。 

また、適格ローン残高がソーシャルボンドの発行残高の総額を下回った場合は、下回っ

た額と等しい額（未充当資金）を現金または現金同等物により管理します。 

 

 

4. レポーティング 

＜資金充当状況レポーティング＞ 

中国銀行は資金充当状況につき、ソーシャルボンドの残高が存在する限り、以下の項目

を年 1 回ホームページで開示予定です。また、充当完了後も、充当状況に重大な変化があ

った場合には、その旨開示する予定です。 

 

 適格クライテリアのカテゴリー毎の充当額、融資件数 

 未充当金額 

 ソーシャルボンドの残高 
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＜インパクトレポーティング＞ 

中国銀行はソーシャルボンドの残高が存在する限り、以下の指標を年 1 回ホームページ

で開示予定です。 

 

対象とする投融資 レポーティング項目 

雇用創出・

維持 

・「中銀新型肺炎対策緊急特別融資」 

・「（各都道府県制度融資）新型コロナウイ

ルス感染症対応資金」 

・「資本性ローン」 

・その他上記に準じた新型コロナウイル

ス感染症に対応する融資 

・適格ローン残高 

・融資件数 

 

以上 

 


